
様式 2 

《単位互換提供科目詳細（シラバス）》 

 

＊科目 No． 1110 

 科目概要記入欄 

1．開設大学 

広島経済大学  

メディアビジネス学部 
開催
方法 

■対面（ 本学         ） 

□オンライン（同時・録画・資料提示） 

□その他（      ） 

2．正式科目名 

副題 

メディアビジネス特論≪中国新聞寄

付講座 新聞を通じて社会を知る≫ 

配当年次 2 

受入学年 2 

学問分野 番号 27 
名

称 
その他 

3．担当教員名 山田 哲敬、外部講師：中国新聞社 伊藤 一亘、河端 真由、亀川 和典 

4．単 位 数 2 単位 5．開講学期 後期 

6.開講期間 

  曜日・時間 

2023 年 9 月 22 日（金）～2024 年 1 月 31 日（水）  

 金曜日 13 ：00  ～ 14 ：30  

7.基礎知識の有無 
・「基礎知識を必要とする科目」 （               ） 

・「基礎知識を必要としない科目」 

8.募集人数   10 人  9.選考方法 書類選考 

10．科目内容・ 

  授業計画 

【内容】 

毎朝の新聞は、国内外のニュースを掲載し、現代史を刻み続けます。当日の朝刊を

用い、新聞の読み方、文章術、編集技法などを学びます。大学が重視する 21 世紀

に貢献する広い教養の養成に資するとともに、主権者としての自覚を促すため、現

代社会の課題と向き合います。 

【授業計画】 

第 1 回 ガイダンス 

第 2 回 新聞の第 1 面を探索 

第 3 回 新聞編集の技法 

第 4 回 記者の文章術  

第 5 回 見出しの世界  

第 6 回 記者が語る① 広島の経済を取材する  

第 7 回 記者が語る② 新聞社のデジタル展開 

第 8 回 現代社会の課題① 新聞記事を題材に新聞感想文を書く 

第 9 回 現代社会の課題② サミットを終えて～広島の課題を探る 

第 10 回 現代社会の課題③ アフターコロナを考える 

第 11 回 まわし読み新聞をつくろう① グループワーク 

第 12 回 まわし読み新聞をつくろう② 発表 

第 13 回 新聞の編集技法を用いて｢自分新聞｣をつくる① 制作 

第 14 回 新聞の編集技法を用いて｢自分新聞｣をつくる② 発表と相互批評 

第 15 回 NIE タイムと､まとめレポート 

11．試験・評価方法 
定期試験は実施しない 

2 回のリポート提出と、グループワークへの参加度を総合的に評価 

12．別途負担費用 教材費 600 円（新聞１部 40 円＝教育教材用価格＝×講義 15 回） 

13．その他特記事項 
毎日、新聞に目を通してください。新聞が社会にどんな影響を及ぼしているかにつ

いて、考えるきっかけとなります。 

14．社会人受講 
科目等履修生（単位付与）として受け入れ 可 否 

聴講生（単位認定不要）として受け入れ 可 否 

※コロナ禍の影響により、対面授業はオンライン（同時・録画・資料）へ変更になる場合があります。 


